
広報 へ き

昭
和
6
1
年
度

成
人
式

8
月
1
5
日
挙
行

二
十
歳
-

長
い
人
生
の
中
で
こ

れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
有
す
る
時
は
、

他
に
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

"大
人
の
仲
間
入
り
"
と
い
う
言
葉

に
は
、
若
干
の
抵
抗
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、現
実
の
世
の
中
で
は
、

「
二
十
歳
ま
で
は
…
」
と
い
う
こ
と
で
、

国
民
と
し
て
の
諸
権
利
が
制
限
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、や
は
り
、二
十

歳
を
期
と
し
て
は
じ
め
て
、国
民
と
し

て
の
全
て
の
権
利
を
持
っ
た
人
格
と

な
る
、と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
権
利
は
同
時
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
義
務
も
伴
い
ま
す
。
国
民
の

権
利
と
義
務
を
は
じ
め
て
身
に
し
た

と
き
、
私
た
ち
は
い
っ
た
い
何
を
考

え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

成
人
式
が
、
人
生
の
最
も
貴
重
な

時
に
あ
た
っ
て
、
も
の
を
考
え
る
一

つ
の
機
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
多
数
ご
出
席
下

さ
い
。

〈
と
き
〉

8
月
1
5
日
（
金
）
1
0
時
～
1
3
時

〈
と
こ
ろ
〉

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

〈
内
容
〉

記
念
式
典
、
記
念
講
演
、

記
念
撮
影
、
会
食
等

☆
対
象
者

○
昭
和
4
1年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

4
2年
4
月
1
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た

人
で
、
日
置
町
に
住
民
票
の
あ
る
人

(
7
月
1
日
現
在
)

○
就
学
、
就
職
の
た
め
、
日
置
町

に
住
民
票
の
な
い
人
は
、
7
月
2
0日

ま
で
に
届
け
で
た
か
た

※
届
出
、
問
い
合
せ

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

2
3
4
0

〈昨年の記念講演から〉

” 読書のひろば” 新刊のご案内
別表のとおり新しい図書を講入いたしましたのでご

利用下さい。
又、県立山口図書館所有の図書を6月12日より貸し
出しておりますのでご利用下さい。

図 書 名 著 者 名

芸 術 ルーブル美術館7 日 本放送出版協会

歴 史 日本史資料総覧 村上直・高橋正彦監修
文字 最終便に間に会えば 林 真理子
〃 與謝蕪村の小 さな世界 芳賀 徹
〃 宿 敵( 上) 遠 藤 周作
〃〃 ( 下) 〃

総 記 しだの図鑑 光田 重幸
芸 術 歩 く 本 主婦の友社

社会科学 子供の絵はなぜ面白いか 安斎千鶴子
〃 子供の心はこうして育つ 豊かな感性をはぐくむ研究会
〃 知的優秀児 芳賀 久貴
〃 待ちの子育て 山田 桂子

芸 術 地図を目いっぱい楽しむ本 清水 靖夫

社会科学 桜もさよならも日本語 丸谷 才一
文字 秀吉と我吉 城山 三郎
〃 ひとりだけの哀しみ 曽野 綾子

芸 術 野の花つ れづ れ草 邊見 泰子
文字 曾津士魂1 早乙女 貢
〃〃 2 〃〃〃

3 〃〃〃

4 〃〃〃

5 〃児童

わんぱくたちの三日天下 C. B ミハ ルコフ
文字 植村直己地球冒険62 万 キロ 岡本 文良

写 真 集 周防長門の名刹 毎日新聞社

昭和61 年度

県 民 大 学 講 座

吉 田 松 陰 研 究 講 座

山口県の誇りであり、偉大な先達

である吉田松陰の教学の思想を深く
探るとともに、青少年健全育成との

かかわりについて学習するため下記
要項により講座を開催いたしますの
で多数ご参加下さい。

記
○ 主催 山口県教育委員会

( 財) 松 風 会

山口県生涯教育センター
日置町教育委員会

〇期日 昭和61年7 月8 日(火)午後7

時半~9 時半
○ 会場 日置農村環境改善センター
○ 対象 一般成人
○ 受講料 無料

○ 講師 松風会理事
三輪 稔夫

○ 講座内容

「吉田松陰先生の教育と学問」

毎月第3日曜日は“ 家庭の日”
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